


S AYA M A I K E I n t r i n s i c  V a l u e

88

（２）現在の狭山池の機能を維持するために必要な要素及び便益施設

I. ダム管理棟

J. 水質保全装置

K. 洪水対策用監視カメラ

　ダムの状況を実際（肉眼）に確認しながら、種々
の情報（貯留量や池流入量など）を確認するとともに、
関係部署等へのダムの状況の情報発信するための情
報観測機器や緊急放流や非常用洪水吐からの越流
を周囲（下流域）に伝えるための放流警報設備を備
えている。管理棟内にはダムにある計測機器の情報
処理装置や停電時でもその装置を継続し稼働させる
ための自家発電装置が備わっている。

　池の水質の悪化を軽減するため、池に２基設置さ
れており、主には水が流動しにくい池底周囲の水と水
面付近の水を撹拌することを目的とする。施設として
は堤防上に空気を送り込む機械（コンプレッサー）が
あり、池底にあるホースを経由し池中央部の浮島にあ
る散気部から気泡が放出され、池の水を底部と撹拌
を図るもの。この施設の点検も毎月実施している。

　ダム内の３か所に設置され、ダムの主要部（西除
川への洪水吐や東除川部等）を確認できる。

H. 大阪府立狭山池博物館（建物）

　平成 13 年（2001）に狭山池の平成の改修で出土した文化財を展示し、土木技術の歴史を紹介するこ
とを目的として開館した、狭山池ダムのサイトミュージアム。建築家安藤忠雄氏の設計であり、北堤から
切り出された堤体がブロックごと展示されている。また、狭山池出土遺構も移築され、展示されている。
博物館全体がエアタイトケースの役割を果たし、露出展示の遺構の保存対策も実施されている。

ダム管理棟
西堤にあるダム管理棟と龍神の鳥居

水質保全装置
狭山池に浮かぶ水質保全装置のフロート

洪水対策用監視カメラ
西堤に設置してあるカメラ
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O. 転落防止柵

P. 銘板・案内板

Q. 園路（周遊路）

　堤体法面などで、利用者が常時利用する場所から下部水面との落差があり、狭山池への転落や管
理用通路からの転落を防止するために設置している。

・銘板
　 狭山池公園及びその周辺施設等を案内するもの。
・案内板
　 狭山池公園全体と各施設の位置を案内するもの。

　１周約 2,850 ｍの園路（周遊路）は、利用者の憩いの場として人気が高く、ウォーキングやジョキ
ングコースとして利用されている。

L. スロープ

M. 網場（あば）

N. 沈砂池

　ダムの管理用のため、池内に設置。主に車両が所
要の場所に昇降できるよう設置している。

　流木等がダム施設に大きな影響を及ぼさないよう、上流部で食い止めるための装置。

　西除川及び三津屋川の流入部に設けた土砂をいっ
たん貯めるための施設。この部分に堆積した土砂を
満砂にならないよう不定期に撤去することにより、池
本体部分への土砂流入を防ぐための施設。

西堤にあるスロープ

池干し中の沈砂地池

狭山池公園を紹介する案内板
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S. 植栽

T. ベンチ

U. 公衆便所

V. 照明灯

　植栽はやわらかな景観を形成する重要なものと位置づけられており、樹木等の構成については、「桜」
をテーマ木としながら、水辺をイメージさせるほかの樹木等との組み合わせ植栽を行なっている。

　狭山池公園園路（周遊路）を周回する時の一時
の休憩施設として設置されている。

　池周辺に４か所（北堤西部・西堤・南堤・北堤）設置されている。北堤の１か所は、史跡の指定
地内に設置、他は園路（周遊路）より外側の指定地外に設置している。

　最小限の防犯灯程度の照明として、狭山池公園を夜間に利
用する人の安全を確保するために設置している。

R. 説明板

・ダム説明板
　 ダムの歴史的背景や構造を説明するもの。
・文化財説明板
　 文化財の出土地点に設置しているもの。

北堤に設置している文化財説明板

園路に沿って設置されているベンチ

園路に沿って配置されている照明灯
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Y. 四阿

Z. 倉庫

a. 境界フェンス

b. 車止め

c. 監視カメラ・放送設備

　狭山池公園利用者の休憩場所として、西堤（和風）及び東堤（２か所）に３か所設置されている。

　狭山池公園の維持管理用の資材等を保管している施設で、北西及び東南に設置されている。

　狭山池公園利用者が、隣接する民地にはいらないよう境界として設置している。

　狭山池公園園路（周遊路）および管理用通路に、一般の車及び単車等の進入を防止するため設置
されている。

　狭山池公園内２か所に設置した公園内の記録用カメラ。
　放送設備は３か所に設置しており、公園利用者に対して、案内
や注意事項を伝えるためのものである。

W. 野鳥観察スペース

X. 駐車場

　狭山池に飛来する野鳥の保護と観察を目的とし
て、平成の改修の際に南堤東角に設けた。

　狭山池公園に車で来場する利用者のために、北堤西部及び西堤に設置している。北堤駐車場は、
上段に 69 台、外周の道路と同じ高さの堤の西側に 52 台駐車駐車可能となっている。西堤駐車場は、
25 台駐車可能、大型バスは、狭山池博物館駐車場に４台駐車可能となっている。

現在の野鳥観察スペース

ダム管理施設
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（３）周辺の環境を構成する要素

（４）保護に有効でない要素

d. さやか公園

e. 副池オアシス公園

　南海電気鉄道が、江戸時代の領主・北条家（狭山藩）の陣屋下屋敷があった狭山池畔に、昭和
13 年（1938）に「さやま池遊園」が開園した。平成に入るとレジャー環境の変化などから平成 12 年（2000）
に閉園となり、跡地が、再開発され、住宅地と「さやか公園」となる。
　「さやか公園」は、平成７年（1995）の、阪神淡路大震災を教訓に、大阪狭山市駅周辺の既成市
街地を対象として、近隣住民の緊急避難地、物資の供給所、救援活動等の中心となる防災拠点とし
て整備された。本市のシンボルである狭山池と一体となった、本市の中央公園的な役割を果たすと共
に周辺住民が集い、憩える近隣公園としての機能と防災機能（防災倉庫・耐震性貯水槽・仮設トイレ等）
を併せ持つ都市計画公園として平成 14 年度から平成 16 年度にかけて整備を実施し、平成 17 年３月
30 日にオープンした。（公園面積：10,000 ㎡）

　保護に有効でない要素とは、現状で史跡に悪影響を与え、撤去が必要となる要素をさす。史跡狭山池
内において、保護に有効でない要素は、現状では確認されていない。

　狭山副池は狭山池を補完する目的で、昭和６年
(1936) に築造された貯水量 30 万㎥、池面積５ha の
ため池である。
　副池オアシス公園（狭山副池）は、ため池を農業
用施設としていかしつつ、貴重な環境資源として総
合的に整備し、府民及び市民とともに地域環境づく
りを進めていくという「オアシス構想」に基づいて大
阪府が整備を実施した。
　池周辺に残る里山的環境を活かし、多様な生き物
が集まる水辺の自然の再生をイメージし、地域の人々
が自然に触れ、親しみ、楽しく憩うことができる公園として、平成８年度から平成 16 年度にかけて整
備を実施し、平成 17 年（2005）４月１日にオープンした。（公園面積：13,789 ㎡）

現在の副池オアシス公園


